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『
何
の
、
そ
し
て
誰
の
た
め
に
』

マ
イ
ケ
ル
・
レ
イ
ン

映
画
理
論
と
は
社
会
的
実
践
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
実
践
は
、
他
の
知
的

活
動
と
比
べ
、
映
画
鑑
賞
状
況
や
執
筆
の
場
を
決
定
す
る
物
質
的
条
件
に

よ
り
左
右
さ
れ
や
す
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
後
の
英
国
に
お
け
る
日

本
映
画
受
容
の
契
機
・
特
性
を
探
る
に
あ
た
り
、
日
本
映
画
を
取
り
巻
く

興
行
形
態
―
―
商
業
的
興
行
、
シ
ネ
ク
ラ
ブ
等
の
自
主
上
映
活
動
や
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
興
行
、
及
び
国
立
の
文
化
施
設
に
よ
る
興
行
―
―
の
変
遷
と
、

そ
れ
に
伴
っ
た
批
評
活
動
・
言
説
の
形
成
・
差
異
に
着
目
し
た
い
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
日
本
の
映
画
会
社
は
も
ち
ろ
ん
、
北
米
と
は
異
な

り
、
日
本
映
画
の
興
行
を
支
援
す
る
よ
う
な
大
き
な
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
欠
い
た
当
時
の
英
国
で
上
映
さ
れ
た
日
本
映
画
の
絶
対
数
の
乏
し
さ

と
、
英
国
の
批
評
家
た
ち
の
日
本
映
画
に
対
す
る
無
知
を
具
体
例
に
沿
っ

て
概
観
し
、
次
に
、
そ
う
し
た
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
日
本
映
画
を
推
奨
し

た
、
英
国
の
国
立
文
化
施
設
の
重
要
性
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
と
り
わ

け
、B

ritish
 Film

 In
stitu

te

（
英
国
映
画
協
会
、
通
称
：
Ｂ
Ｆ
Ｉ
）
が

後
援
す
る
ロ
ン
ド
ン
のN

atio
n
al Film

 T
h
eatre

（
国
立
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
）
と
Ｂ
Ｆ
Ｉ
指
定
の
地
方
映
画
施
設
の
諸
機
関
、
及
び
Ｂ
Ｆ
Ｉ
が

後
援
に
名
を
連
ね
た
映
画
理
論
誌
『Screen

』
が
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に

所
謂
「p

o
litical m

o
d
ern

ist tu
rn

」（
政
治
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
転
換
）
を
遂

げ
る
に
あ
た
っ
て 

、
ど
の
よ
う
に
日
本
映
画
を
そ
の
教
育
的
、
政
治
的

ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
取
り
入
れ
、
ま
た
理
論
的
転
換
に
活
用
し
た
か
を
検
証
す

る
。
最
後
に
、
そ
う
し
た
日
本
映
画
の
受
容
と
英
語
圏
に
お
け
る
映
画
理

論
の
転
換
の
決
定
的
な
交
差
点
と
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヒ
ー
ス
が

『Screen
』誌
上
で
大
島
渚
映
画
を
主
題
に
発
展
さ
せ
た
ブ
レ
ヒ
ト
的「
物

語
映
画
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
」（n

arrative avan
t-gard

e

）
受
容
論

を
取
り
上
げ
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
の
メ
デ
ィ
ア
受
容
論
に
の
っ
と
り
、
大
島
映

画
と
ゴ
ダ
ー
ル
や
ス
ト
ロ
ー
ブ
＝
ユ
イ
レ
に
代
表
さ
れ
る
「
物
語
映
画
ア

 
―
―
戦
後
英
国
に
お
け
る
日
本
映
画
の
受
容
の
再
考
察
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ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
主
流
映
画
の
リ
ア
リ
ズ

ム
的
表
象
様
式
と
急
進
派
実
験
映
画
の
「
構
造
・
物
質
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ

ル
ド
」
の
間
に
位
置
づ
け
た
ヒ
ー
ス
の
批
評
活
動
と
そ
の
理
論
は
、
映
画

批
評
・
理
論
の
社
会
的
実
践
性
を
体
現
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
理

論
化
を
試
み
た
興
味
深
い
一
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

大
戦
後
の
英
国
に
お
け
る
民
間
企
業
・
団
体
に
よ
る　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
映
画
の
配
給
状
況
に
つ
い
て

戦
後
の
経
済
成
長
と
と
も
に
消
費
文
化
が
回
復
す
る
と
、
映
画
館
の
観

客
動
員
数
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
一
九
五
一
年
に
は
二
十
八
回
で
あ
っ

た
一
人
当
た
り
の
年
間
来
館
数
は
、
一
九
七
二
年
に
は
三
回
に
ま
で
下
落

し
た
。
観
客
動
員
数
の
減
少
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
イ
ギ
リ
ス
の
主
流

映
画
が
そ
の
興
行
の
中
心
で
あ
っ
た
ラ
ン
ク
社
や
オ
デ
オ
ン
・
シ
ネ
マ
ズ

の
映
画
館
で
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
。
同
様
の
傾
向
が
同
時
期
の
多
く
の
国

の
映
画
興
行
に
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
テ
レ
ビ
産
業
の
興
隆
、
郊
外
化
の
進
行
、
レ
ジ
ャ
ー
文
化
の
多
様

化
、
そ
の
他
の
経
済
発
展
に
伴
う
文
化
産
業
の
変
容
を
受
け
、
映
画
観
客

の
全
体
数
は
減
少
し
、
客
層
の
中
心
は
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
や
若
年
成

人
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
。
興
行
の
対
象
と
な
る
映
画
も
ま
た
、
そ
う
し

た
戦
後
の
新
世
代
の
客
層
を
惹
き
つ
け
よ
う
と
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
が
、

英
国
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
客
層
向
け
の
、
よ
り
「
洗
練
さ
れ
た
」
映

画
の
多
く
は
外
国
か
ら
の
輸
入
作
品
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
十
六
歳

以
上
限
定
視
聴
制
度
「
Ｘ
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
こ
と
と
無
縁
で

は
な
い
。
こ
の
「
Ｘ
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
商
業
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
は
対
照
的
な
「
思
考
す
る
者
の
映
画
」
な
る
も
の

を
推
奨
す
る
目
的
で
発
案
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、「
性
」
と
「
暴

力
」
の
要
素
が
よ
り
顕
著
な
作
品
の
上
映
を
許
可
す
る
工
夫
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
五
一
年
に
上
映
さ
れ
た
『
羅
生
門
』
は
、
こ
の
新
し
く
導

入
さ
れ
た
限
定
視
聴
制
度
「
Ｘ
」
の
対
象
と
な
っ
た
最
初
の
映
画
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
大
手
の
新
聞
雑
誌
媒
体
に
よ
る
『
羅
生
門
』
の
評
価
は
、
当

時
の
映
画
専
門
誌
の
「
最
高
傑
作
」、「
映
画
と
い
う
媒
体
の
再
発
見
」
と

い
う
賛
辞
、
ま
た
現
在
の
我
々
の
『
羅
生
門
』
に
対
す
る
認
識
か
ら
も
程

遠
い
も
の
で
、
全
く
理
解
し
難
い
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
興
行
は
と

い
え
ば
、
京
マ
チ
子
の
性
的
魅
力
と
映
画
の
性
的
暴
力
の
表
現
が
、
こ
の

映
画
の
メ
イ
ン
の
売
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
歴
史
的
文
脈
に
お
い
て
、
戦
時
下
で
は
ニ
ュ
ー
ス
映
画
専
門
上
映

館
で
あ
っ
た
劇
場
の
多
く
が
、
吹
き
替
え
や
字
幕
付
き
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映

画
、
ま
た
時
に
は
日
本
映
画
の
興
行
に
転
じ
て
い
っ
た
。
し
ば
し
映
画
史

家
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
ア
ー
ト
・
シ
ネ
マ
と
エ
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
ー

シ
ョ
ン
映
画
と
の
境
界
線
は
ど
こ
か
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

当
時
の
英
国
に
お
け
る
日
本
映
画
の
受
容
に
お
け
る
二
重
性
は
、
こ
の
曖

昧
さ
に
起
因
し
て
い
た
と
言
え
る
。『
羅
生
門
』
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映

画
際
の
受
賞
映
画
の
多
い
日
本
映
画
は
、
批
評
家
に
と
っ
て
は
ア
ー
ト
・

シ
ネ
マ
の
典
型
で
あ
っ
た
が
、
配
給
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
ガ
ラ
社
、
そ

の
他
の
配
給
会
社
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
た
日
本
映
画
の
多
く
が
「
Ｘ
」
指
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定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
も
、
日
本
映
画
の
英
国
に
お
け
る
興
行
経
路
は
主

に
エ
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ガ
ラ
社

は
イ
ン
グ
マ
ー
ル
・
ベ
ル
イ
マ
ン
や
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
映

画
の
配
給
で
有
名
だ
が
、
五
〇
年
代
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
し
た
フ

ラ
ン
ス
語
の
吹
き
替
え
版
に
英
語
字
幕
を
付
け
た
日
本
の
娯
楽
映
画
も
比

較
的
多
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
ガ
ラ
社
直
営
館
で
石
原
裕
次

郎
の
顔
が
大
き
く
映
し
だ
さ
れ
る
、
な
ど
と
い
う
現
象
も
し
ば
し
見
受
け

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
対
す
る
評
価
は
絶

賛
と
は
言
え
ず
、
批
評
家
に
そ
の
迫
力
が
認
め
ら
れ
た
『
狂
っ
た
果
実
』

で
さ
え
、「
日
本
人
の
顔
か
ら
発
せ
ら
れ
る
流
暢
な
フ
ラ
ン
ス
語
の
音
は

お
ぞ
ま
し
く
、
ま
た
不
条
理
で
も
あ
る
」（
ジ
ョ
ン
・
ギ
レ
ッ
ト
（Jo

h
n
 

G
illette

））
と
い
っ
た
酷
評
を
免
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
二
年
後
に
は
、

日
本
の
娯
楽
映
画
の
代
表
と
み
な
さ
れ
た
『
嵐
を
呼
ぶ
男
』
が
、「
一
体
日

本
人
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
最
も
醜
悪
な
特
徴
を
摂
取
し
、
お
ま
け
に

自
ら
の
あ
え
て
最
も
好
ま
し
く
な
い
側
面
と
取
り
混
ぜ
て
み
せ
る
と
は
」

と
扱
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
小
津
安
二
郎
の
『
東
京
物
語
』
が
、

国
立
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
で
そ
の
設
立
か
ら
一
年
の
間
に
上
映
さ
れ
た
映

画
の
中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
、
一
九
五
八
年
の
「
サ
ザ
ラ
ン
ド

賞
」
を
受
賞
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
一
方
で
、
五
〇
年
代
の
英
国
の
映

画
文
化
に
お
い
て
日
本
映
画
は
概
ね
安
い
娯
楽
映
画
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
大
半
―
―
例
え
ば
怪
獣
映

画
―
―
は
、
日
本
映
画
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
も
怪
し
い
。
ま
た
、

家
族
指
向
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
自
国
で
製
作
さ
れ
た
映
画
に
飽
き
足
ら

な
い
好
奇
心
旺
盛
な
観
客
た
ち
に
と
っ
て
は
、「
成
人
」
対
象
の
輸
入
作

品
の
一
種
程
度
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
英
国
で
一
九
六
二

年
以
前
に
唯
一
劇
場
公
開
さ
れ
た
溝
口
健
二
作
品
『
赤
線
地
帯
』
は
、
ヌ

ー
デ
ィ
ス
ト
映
画
を
メ
イ
ン
と
し
た
二
本
立
て
に
よ
る
上
映
で
あ
っ
た
。

六
〇
年
代
に
入
る
と
、
所
謂
「
ア
ー
ト
・
シ
ネ
マ
」、
ま
た
「
非
商
業
映

画
」
や
厳
し
い
検
閲
に
ひ
っ
か
か
っ
た
映
画
の
上
映
を
行
な
う
シ
ネ
ク
ラ

ブ
の
文
化
的
な
役
割
が
相
対
的
に
増
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
カ
デ
ミ

ー
（A

cad
em

y C
in

em
a

）、
エ
ブ
リ
マ
ン（E

verym
an

）、
カ
ー
ゾ
ン
・

メ
イ
フ
ェ
ア
（C

u
rzo

n
 M

ayfair

）
等
が
、
当
時
の
「
ア
ー
ト
・
シ
ネ
マ
」

の
主
流
で
あ
っ
た
。
英
国
の
映
画
文
化
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
「
ア
ー

ト
・
シ
ネ
マ
」
は
、
今
日
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
要
な
要
素
で
あ

っ
た
が
、
日
本
映
画
に
関
し
て
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
映
画
は

も
ち
ろ
ん
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
品
等
と
比
べ
て
も
こ
れ
と
い
っ
て
目
立

つ
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
大
島
渚
の
『
少
年
』
や
『
絞
死
刑
』
と
い
っ
た
作

品
が
約
四
〇
〇
席
の
ア
カ
デ
ミ
ー
２
、
も
し
く
は
約
一
〇
〇
席
の
ア
カ
デ

ミ
ー
３
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
一
九
七
六
年
に
配

給
・
興
行
者
を
対
象
に
行
わ
れ
た
調
査
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
者
の

証
言
に
よ
る
と
、

「
日
本
映
画
に
関
し
て
言
え
ば
、
我
々
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
侍
映
画
、

特
に
黒
澤
監
督
作
品
、
三
船
が
主
演
を
つ
と
め
る
作
品
は
観
衆
を
集

め
ま
す
。
現
代
日
本
映
画
と
な
る
と
、
大
島
の
『
少
年
』
の
よ
う
に
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熱
烈
な
評
価
を
得
た
場
合
で
あ
っ
て
も
集
客
力
は
大
分
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。」

ま
た
、
同
時
期
に
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
会
員
限
定
の
シ
ネ
ク
ラ
ブ
を
運

営
し
、『
東
京
物
語
』
な
ど
の
非
商
業
映
画
を
上
映
し
た
。
そ
の
他
に

も
、N

o
ttin

g H
ill

の G
ate

、E
lectric C

in
em

a C
lu

b

、C
o
m

p
to

n
 

C
in

em
a C

lu
b

、T
h
e P

lace

、
あ
る
い
はN

ew
 C

in
em

a C
lu

b

や 
E
ssen

tial C
in

em
a C

lu
b

な
ど
の
デ
レ
ク
・
ヒ
ル
運
営
の
シ
ネ
ク
ラ
ブ

が
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
含
む
各
所
に
点
在
し
て
お
り
、
盛
ん
に「
ア
ー
ト
・
シ
ネ
マ
」

の
上
映
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
九
六
〇
、七
〇
年
代
の
英
国
に
お
け
る
日

本
映
画
受
容
の
文
脈
に
沿
っ
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
大
島

の
『
新
宿
泥
棒
日
記
』
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
上
映
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
篠
田
正

浩
の
『
心
中
天
網
島
』
は
検
閲
の
認
定
を
得
ら
れ
ず
、
そ
の
観
賞
は
会
員

限
定
の
よ
り
小
さ
な
シ
ネ
ク
ラ
ブ
で
の
み
行
わ
れ
た
。
英
国
シ
ネ
ク
ラ
ブ

に
お
け
る
、
こ
の
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
濃
密
な
日
本

映
画
の
受
容
は
、
一
九
七
八
年
に
『
愛
の
コ
リ
ー
ダ
』
を
も
っ
て
そ
の
ピ

ー
ク
に
達
す
る
。

Ｂ
Ｆ
Ｉ
と
英
国
に
お
け
る
映
画
文
化
の
施
設

し
か
し
、
本
稿
の
後
半
で
論
じ
る
英
国
の
映
画
理
論
、
映
画
批
評
と
日

本
映
画
の
稀
有
な
遭
遇
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
商
業
的
興
行
で
も
シ
ネ
ク

ラ
ブ
で
も
な
く
、
戦
後
の
英
国
文
化
政
策
、
と
り
わ
け
Ｂ
Ｆ
Ｉ
に
支
え
ら

れ
た
制
度
機
関
で
あ
っ
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
遭
遇
は
映
画
文
化
の
基

盤
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
制
度
機
関
の
重
要
性
の
証
明
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
九
七
〇
年
以
降
の
日
本
の
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
作
品
は
、
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
（E

d
in

b
u
rgh

）
映
画
祭
と
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
国
立
フ
ィ
ル
ム
・
セ
ン
タ

ー
（
通
称
Ｎ
Ｆ
Ｔ
）
で
行
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
国
際
映
画
祭
で
毎
年
上
映
さ

れ
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
は
映
画
祭
期
間
外
に
日
本
映
画
特
集
も
行
な
っ
て
い
た
。
ま

た
Ｂ
Ｆ
Ｉ
は
、
Ｂ
Ｆ
Ｉ
指
定
の
地
方
映
画
施
設
で
の
上
映
会
や
、
各
種
フ

ィ
ル
ム
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
後
援
も
行
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
に

は
フ
ィ
ル
ム
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
は
五
〇
〇
以
上
存
在
し
、
地
方
映
画
施
設

の
数
は
一
九
七
四
年
に
は
三
二
に
達
し
て
い
た
。
そ
こ
で
も
数
多
く
の
日

本
映
画
罫
線
―
―
旧
名
作
を
中
心
に
―
―
が
上
映
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
Ｂ
Ｆ
Ｉ
は
、
当
時
よ
り
二
つ
の
映
画
評
論
誌
の
出
版
を
手
が

け
て
い
た
。
一
誌
は
、
英
国
で
公
開
さ
れ
た
映
画
の
網
羅
的
紹
介
に
努
め

たM
o
n
th

ly Film
 B

u
lletin

で
、
も
う
一
誌
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
映
画

祭
の
レ
ポ
ー
ト
を
織
り
込
ん
だ
映
画
批
評
雑
誌Sigh

t an
d
 So

u
n
d

で

あ
る
。
重
要
な
雑
誌
は
他
に
も
あ
っ
た
が
、
流
通
範
囲
で
はM

o
n
th

ly 

Film
 B

u
lletin

とSigh
t an

d
 So

u
n
d

が
群
を
抜
い
て
い
た
。
そ
し
て
、

Ｂ
Ｆ
Ｉ
後
援
のSo

ciety fo
r E

d
u
catio

n
 in

 Film
 an

d
 Televisio

n
 

（
通
称
Ｓ
Ｅ
Ｆ
Ｔ
）
の
機
関
誌
『Screen

』
は
、
一
九
六
九
年
に
『Screen

 

E
d
u
catio

n

』
よ
り
分
離
独
立
す
る
と
、
以
後
、
映
フ
ィ
ル
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

画
学
に
お
け
る
理

論
体
系
の
構
築
の
先
導
を
切
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
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日
本
映
画
に
関
す
る
知
識
は
、
映
画
作
品
の
観
賞
か
ら
で
は
な
く
映

画
批
評
か
ら
来
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
、『Sigh

t an
d
 

So
u
n
d
 

』
に
掲
載
さ
れ
た
、
日
本
映
画
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
ド
ナ
ル
ド
・

リ
チ
ー
（D

o
n
ald

 R
ich

ie

）
や
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（Jo

sep
h
 

A
n
d
erso

n

）
に
よ
る
記
事
で
あ
っ
た
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
批
評
家
た
ち
に

よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
祭
の
レ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
日
本
映
画

に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
が
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
英
国
の
映
画
文
化
の
偏
狭
性
に
起
因
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、

使
用
言
語
は
英
語
で
も
、
そ
れ
ら
の
本
は
全
て
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
書

か
れ
て
い
た
の
で
―
―
。
例
外
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
長
く
滞
在
し
た

ノ
エ
ル
・
バ
ー
チ
（N

o
el B

u
rch

）
の
著
作
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

「
か
の
お
伽
話
の
地
よ
り
出
づ
る
、
残
酷
と
も
脆
く
儚
い
、
封
建
的
な
」

日
本
映
画
紹
介
も
不
在
で
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
批
評
家
た
ち
は
、
所

謂
「
四
人
の
巨
匠
」
に
新
し
く
モ
ダ
ン
な
映
画
を
期
待
し
て
い
た
。
そ
れ

は
、
小
津
の
自
然
主
義
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
り
、
溝
口
の
詩
情

で
あ
っ
た
り
、
形
式
に
お
け
る
冒
険
を
試
み
る
黒
澤
、
ま
た
は
当
時
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
市
川
崑
の
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
を
除
け
ば
、
彼
ら
は
同
時
代
の
日
本
映
画
に
関
し
て
非
常
に
乏
し
い
知

識
し
か
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。「
松
竹
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
」

は
、
観
ら
れ
る
こ
と
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
羽
仁
進
の
『
不
良
少

年
』
が
映
画
祭
レ
ポ
ー
ト
で
賛
美
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
英
国
で
公

開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
羽
仁
の
『
彼
女
と
彼
』
は
ベ
ル
リ
ン
で
成

功
し
た
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
イ
ン
劇
場
で
公
開
さ
れ
た
が
、
同
年
同
映

画
祭
で
上
映
さ
れ
た
今
村
昌
平
の
『
日
本
昆
虫
記
』
は
素
通
り
さ
れ
、『
人

類
学
入
門
』
は
風
変
わ
り
な
成
人
映
画
と
し
て
の
み
上
映
さ
れ
た
。
増
村

保
造
の
『
卍
』
や
『
赤
い
天
使
』
に
至
っ
て
は
、
輸
入
さ
れ
た
と
は
い
え
、

そ
の
評
価
は
ほ
ぼ
軽
蔑
に
近
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、「
四
人
の
巨

匠
」
の
一
人
と
し
て
、
当
時
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
映
画
作
家
に
市
川
崑

が
い
た
。
市
川
は
、『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
以
前
よ
り
、『
ビ
ル
マ
の
竪

琴
』、『
鍵
』、『
野
火
』
と
い
っ
た
作
品
の
強
烈
な
ド
ラ
マ
性
、
型
破
り
な

形
式
、
特
に
そ
の
独
創
的
な
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
の
フ
レ
ー
ム
使
い
で
称

賛
を
受
け
て
い
た
。
一
九
六
六
年
に
は
Ｎ
Ｆ
Ｔ
で
市
川
崑
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
が
開
催
さ
れ
、「Ich

ik
aw

a Lo
o
k

」
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
ほ
ど

で
あ
る
。『
雪
之
丞
変
化
』
は
頻
繁
に
上
映
さ
れ
、
そ
の
再
帰
的
で
重
層

的
な
役
割
演
技
は
、
一
九
六
九
年
の
『Screen

』
の
研
究
論
文
の
対
象
と

な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
『Screen

』
は
、 

こ
の
市
川
の
受
容
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
、
日
本
映
画
が
モ
ダ
ン
で
あ
り
、
そ
の
モ
ダ
ン
性
が
日
本
の

文
化
の
伝
統
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
説
に
対
し
て
、
ポ
リ
テ

ィ
カ
ル
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（
政
治
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）
の
観
点
か
ら
、
大
島
の

作
品
を
そ
の
模
範
と
し
て
対
抗
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
攻
撃
を
加
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
〇
年
代
初
頭
、
創
刊
時
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
と
い
う
編
集
指
針
を
大
き
く
外
れ
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
映
画
思
想
を
英
語
圏
の
映
フ
ィ
ル
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

画
学
に
翻
訳
す
る
媒
体
と
し
て
決
定
的

な
理
論
的
転
回
を
は
か
っ
た
『Screen

』
―
―
こ
の
雑
誌
の
編
集
方
針
を

左
右
す
る
主
要
な
同
人
が
、
如
何
に
特
定
の
日
本
映
画
を
「
発
展
的
」
に
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利
用
し
た
の
か
、
そ
の
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『S
creen

』
の
日
本
映
画
の
受
容

一
九
七
一
年
、『Screen

』
は
所
謂
「p

o
litical m

o
d
ern

ist tu
rn

」

（
政
治
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
転
換
）
を
果
た
し
、
世
界
規
模
の
影
響
力
を
持
つ

映
画
批
評
雑
誌
『Screen

』
が
誕
生
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
論
客
ピ

ー
タ
ー
・
ウ
ォ
レ
ン
（P

eter W
o
llen

）、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
文
学
・

映
画
理
論
家
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヒ
ー
ス
（Step

h
en

 H
eath

）、
コ
リ

ン
・
マ
ッ
ケ
イ
ブ
（C

o
lin

 M
acC

ab
e

）
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｆ
Ｔ 

に
参
加
す
る
以

前
に
パ
リ
に
滞
在
し
、
バ
ル
ト
を
読
ん
だ
り
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や
デ
リ

ダ
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た
。『
カ
イ
エ
・
デ
ュ
・
シ
ネ
マ
』、『
シ
ネ
テ

ィ
ー
ク
』、『
テ
ル
・
ケ
ル
』
の
流
れ
を
ひ
く
彼
ら
の
映
画
文
化
は
、
英
国

流
で
あ
る
と
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
的
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
英
国
の
リ
ア

リ
ズ
ム
伝
統
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
映
画
形フ
ォ
ー
ム成
に
疎
い
経
験
主
義
的
な

作
品
や
批
評
の
あ
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
一
方
、
形フ
ォ
ー
ム式

至
上
主
義

の
「
構
造
・
物
質
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
」（stru

ctu
ral / m

aterialist 

avan
t-gard

e

）
に
対
し
て
も
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
作
品
の
政

治
的
作
用
を
シ
ニ
フ
ィ
エ
へ
の
働
き
か
け
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
理
論
を

模
索
す
る
な
か
で
、
ブ
レ
ヒ
ト
的
映
画
理
解
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
彼
ら

の
ブ
レ
ヒ
ト
的
映
画
理
解
は
、Sigh

t an
d
 So

u
n
d

やM
o
n
th

ly Film
 

B
u
lletin

と
い
っ
た
英
国
の
主
流
映
画
雑
誌
の
批
評
文
化
の
み
な
ら
ず
、

英
語
圏
の
映
フ
ィ
ル
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

画
学
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
で
は
、
ヒ
ー
ス
や

マ
ッ
ケ
イ
ブ
は
、
具
体
的
に
は
何
を
支
持
し
、
何
に
対
抗
し
た
の
か
。
ま

た
、
彼
ら
の
日
本
映
画
受
容
は
、
ど
の
よ
う
に
彼
ら
の
議
論
を
支
え
た
の

か
。
本
稿
の
後
半
で
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
異
な
る
批
評
家
た
ち
の
論
議
を
、

彼
ら
の
日
本
映
画
の
受
容
に
絡
め
て
検
証
す
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
『Screen

』
は
、「
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
経
由
の
マ
ル

ク
ス
主
義
、
記
号
学
、
精
神
分
析
、
前
衛
主
義
」
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
、
主
体
の
一
貫
性
と
い
う
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
破
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
に

注
目
が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
も
よ
く
言
及
さ
れ
る
ピ
ー
タ
ー
・

ウ
ォ
レ
ン
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
と
い
っ
て

も
主
に
二
タ
イ
プ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
作
用
を
優
先

し
、
シ
ニ
フ
ィ
エ
を
抑
圧
す
る
「
構
造
・
物
質
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
」

（stru
ctu

ral / m
aterialist avan

t-gard
e

）
と
、
ゴ
ダ
ー
ル
や
ス
ト
ロ

ー
ブ
＝
ユ
イ
レ
に
代
表
さ
れ
る
ブ
レ
ヒ
ト
的
な
「
物
語
映
画
ア
ヴ
ァ
ン
・

ギ
ャ
ル
ド
」（n

arrative avan
t-gard

e

）
で
あ
る
。
ウ
ォ
レ
ン
の
分
析

に
は
多
々
問
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

こ
の
二
タ
イ
プ
の
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
の
区
別
が
、
一
九
七
〇
年
代
に

多
く
の
『Screen

』
同
人
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
、
純
粋
な
フ
ォ
ル
マ
リ

ズ
ム
と
政
治
的
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の
区
別
に
対
応
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
と
日
本
映
画
に
一
体
何
の
関
係
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。



『何の、そして誰のために』

23

映
画
理
論
家
の
ノ
エ
ル
・
バ
ー
チ
は
、
著
書
『T

h
eo

ry o
f F

ilm
 

P
ractice

（
映
画
実
践
の
理
論
）』
で
、
一
つ
目
の
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド

と
日
本
映
画
の
関
係
を
と
り
も
っ
た
。
例
え
ば
彼
の
小
津
安
二
郎
の
映
画

に
お
け
るN

arrative
に
従
属
し
な
い
「
空
間
」
な
る
も
の
の
分
析
が
そ

れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、
一
九
七
六
年
に
は
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ー
ド
ウ

ェ
ル
（D

avid
 B

o
rd

w
ell

）
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
（K
ristin

 

T
h
o
m

p
so

n

）
に
よ
る
小
津
作
品
に
お
け
る
空
間
の
分
析
、
つ
ま
り
小

津
モ
ダ
ニ
ズ
ム
論
が
『Screen
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
。
ボ
ー
ド
ウ
ェ

ル
、
ト
ン
プ
ソ
ン
と
同
じ
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
映
画
を
学
ん
で
い

た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ラ
ニ
ガ
ン
（E

d
w

ard
 B

ran
igan

）
が
、
同
様
の
立

場
か
ら
分
析
し
た
小
津
の
『
彼
岸
花
』
論
も
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
し
か

し
、『Screen

』
同
人
ら
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
、
小
津
安
二
郎
で
も
、「
構
造
・

物
質
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
」
の
映
画
作
家
で
も
な
く
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ

ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ブ
＝
ユ
イ
レ
で
あ
り
、
そ
し
て
一
人
の
日

本
映
画
作
家
、
大
島
渚
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ニ
ガ
ン
が
「
構
造
・
物
質
ア
ヴ

ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
」
的
な
視
点
よ
り
大
島
作
品
に
お
け
る
Ｐ
Ｏ
Ｖ
シ
ョ
ッ

ト
の
非
一
貫
性
を
考
察
し
た
論
考
を
『Screen

』
に
寄
稿
し
た
こ
と
が
契

機
と
な
っ
て
、
大
島
映
画
の
ブ
レ
ヒ
ト
的
解
釈
を
模
索
し
て
い
た
論
客
ら

と
の
間
に
『Screen

』
誌
上
で
「
海
を
隔
て
た
」
激
烈
な
論
争
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

大
島
渚
の
政
治
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

四
本
の
大
島
作
品
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
、
ロ

ン
ド
ン
映
画
祭
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
た
。
ウ
ィ
レ
メ
ン
、

マ
ッ
ケ
イ
ブ
と
並
ん
で
『Screen

』
の
「p

o
litical m

o
d
ern

ist tu
rn

」

（
政
治
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
転
換
）
の
中
心
的
論
客
で
あ
っ
た
ヒ
ー
ス
が
初
め

て
大
島
に
言
及
し
た
の
は
、
一
九
七
四
年
の
「
ブ
レ
ヒ
ト
の
教
訓
」
に
お

い
て
で
あ
る
。
ヒ
ー
ス
は
こ
の
論
文
で
、
芸
術
的
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の

効
用
に
対
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
関
心
ゆ
え
に
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
も
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
ブ
レ
ヒ
ト
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。
検
証
す
べ
き
は
、「
何
の
、
そ
し
て
誰
の
た
め
の
利

用
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ
う
し
た
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
は
、
ブ

レ
ヒ
ト
の
言
う
素
材
の
「
盗
用
的
利
用
」
を
伴
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

る
親
近
感
と
違
和
感
の
間
の
テ
ン
シ
ョ
ン
が
、
観
客
を
、
テ
ク
ス
ト
の
虚

構
性
と
の
弁
証
法
的
な
関
係
へ
と
引
き
こ
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
関
心
か
ら
、
ヒ
ー
ス
が
注
目
し
た
大
島
作
品
の
一
つ
に
『
夏
の
妹
』

が
あ
る
。
ヒ
ー
ス
が
こ
の
作
品
に
見
出
し
た
も
の
は
、
ア
ー
ト
・
シ
ネ
マ

版
『
カ
イ
エ
・
デ
ュ
・
シ
ネ
マ
』
の
分
類
に
お
け
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｅ
」
の

定
義
に
近
い
。
そ
れ
は
、
ア
ー
ト
・
シ
ネ
マ
の
物
語
性
へ
の
没
入
を
促
す

が
、
物
語
世
界
の
基
準
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ー
ン
が
常
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

「
映
像
と
欲
望
の
結
託
に
同
一
化
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
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ン
）
の
快
楽
と
、
そ
の
快
楽
を
常
に
新
し
い
―
―
転
換
す
る
―
―
主

体
の
意
味
へ
の
関
わ
り
を
見
出
す
分
析
作
法
を
提
示
し
て
く
れ
る
」

も
の
で
あ
る
。
ヒ
ー
ス
は
ま
た
、
ス
ト
ロ
ー
ブ
＝
ユ
イ
レ
の
『H

isto
ry 

Lesso
n
s

（
歴
史
の
授
業
）』
よ
り
も
大
島
作
品
を
好
意
的
に
と
ら
え
な
が

ら
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
演
劇
化
と
は
、
そ
の
演
劇
的
な
編
成
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
、
ま

た
限
定
す
る
空
間
と
し
て
の
フ
レ
ー
ム
を
浮
き
彫
り
に
す
る
『
雪
之

丞
変
化
』
の
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
重
要
な
の
は
、『
夏

の
妹
』
の
「
批
判
的
不
均
質
性
」（
大
島
の
映
画
は
、
真
の
日
本
映

画
の
芸
術
的
純
粋
さ
を
欠
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
、
折
衷
的
な
形
式

と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
）
や
、
そ
の
現
代
日
本
社
会
の
矛
盾
や
思

想
的
主
張
―
―
映
画
実
践
内
に
見
出
さ
れ
る
も
の
を
含
む
―
―
の
探

究
で
あ
る
」

ヒ
ー
ス
と
は
対
照
的
に
、
こ
の
頃
ノ
エ
ル
・
バ
ー
チ
は
、
一
九
三
〇

年
代
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
映
画
に
見
出
し
た
「
真

の
日
本
的
な
伝
統
」
の
「
革
新
的
な
可
能
性
」
と
ひ
き
か
え
に
、「
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
」
な
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
を
拒
否
し
、
以
前
自
身
も
提
唱
し

て
い
た
ボ
ー
ド
ウ
ェ
ル
等
に
代
表
さ
れ
る
「
非
政
治
的
な
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ

ム
」
を
否
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。『
遥
か
な
る
観
察
者
の
た
め
に
』

の
後
書
き
で
、
バ
ー
チ
は
大
島
の
『
絞
死
刑
』
を
、「
日
本
映
画
の
歴
史
的

傾
向
と
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
よ
っ
て
最
初
に
理
論
的
形
式
が
与
え
ら
れ
た
「
再

帰
性
を
伴
っ
た
批
判
的
表
象
」
と
の
親
和
性
を
明
示
し
た
」
作
品
だ
と
し

て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ヒ
ー
ス
と
異
な
り
、
バ
ー
チ
は
大

島
作
品
の
探
求
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
実
験
」
を
矛
盾
で
あ

る
と
み
な
し
て
い
る
。
ま
た
何
よ
り
、 

日
本
映
画
の「
革
新
的
な
可
能
性
」

を
「
真
の
日
本
的
な
伝
統
」
に
見
出
し
た
バ
ー
チ
の
目
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
拘
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
大
島
は
妥
協

し
て
い
る
よ
う
に
映
っ
た
。

一
九
七
五
年
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
映
画
祭
に
お
い
て
『Screen

』
主
催
の

「
ブ
レ
ヒ
ト
・
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
か
れ
た
。
ヒ
ー
ス
の
発
表
は
、
ブ
レ
ヒ

ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
理
解
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヒ
ー
ス
曰
く
、

「
異
化
効
果
と
は
、
つ
ま
り
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。
表
象
を
突
っ
切
っ
て
、

意
味
が
も
は
や
役
者
の
真
実
で
は
あ
り
え
ず
、
状
況
の
政
治
的
関
係
に
到

る
こ
と
」。
ま
た
、『Screen

』
の
批
判
的
距
離
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

つ
い
て
の
ヒ
ー
ス
の
お
そ
ら
く
最
も
明
確
な
記
述
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。「
現
実
と
は
、
視
覚
の
鏡
像
で
は
な
く
、
分
析
の
距
離
に
お
い
て

見
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ヒ
ー
ス
の
ブ
レ

ヒ
ト
的
解
釈
の
文
脈
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
距
離
は
抽
象
化
や
還
元
作
用
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、『
夏
の
妹
』
の
快
楽
的
な
混
乱
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
対
話
の
演
出
、
言
語
、
歌
、
イ
ン
タ
ー
タ
イ
ト
ル

の
衝
突
が
、
歴
史
的
共
時
性
の
矛
盾
と
対
峙
す
る
」
の
だ
と
。
お
得
意
の

並
列
構
文
で
ヒ
ー
ス
は
こ
う
も
表
現
し
て
い
る
。
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「
こ
の
映
画
は
問
う
。「
今
日
、
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」、
と
。
そ
し
て
そ
の
問
い
は
歴
史
的
で
あ
り
、
そ
の

歴
史
と
は
主
体
の
刻
印
を
孕
み
、
欲
望
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
も

孕
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
政
治
的
に
」

ま
た
、
大
島
は
、「
物
語
の
空
間
」
や
「
あ
な
た
も
」
と
い
っ
た
、
ヒ
ー

ス
の
最
も
有
名
な
論
文
に
お
け
る
試
金
石
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論

文
で
、
ヒ
ー
ス
は
、
バ
ー
チ
の
前
衛
的
な
映
画
形
式
の
「
脱
構
築
」
な
る

も
の
を
「
た
だ
ち
に
形
式
的
な
技
法
の
袋
小
路
」
で
し
か
な
い
と
批
判
し
、

代
わ
り
に
「
特
定
の
社
会
的
―
歴
史
的
状
況
に
特
有
の
意
味
作
用
の
実
践

に
お
け
る
意
味
と
主
体
の
構
築
と
関
係
に
携
わ
る
」
映
画
を
推
奨
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ヒ
ー
ス
が
『
絞
死
刑
』
を
取
り
上
げ
る
の
は
ま
さ
に
こ
の

点
に
お
い
て
で
あ
る
。
ヒ
ー
ス
の
論
考
の
具
体
的
内
容
に
は
こ
こ
で
は
深

く
立
ち
入
ら
な
い
で
お
く
。
た
だ
、
本
稿
の
主
旨
に
沿
っ
て
考
察
を
続
け

る
と
、
主
体
性
は
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
刻
印
で
あ
り
「
常
に
す
で
に
」
シ

ニ
フ
ィ
エ
の
繊
維
に
絡
ま
れ
て
い
る
と
し
た
バ
ー
チ
に
対
し
、
ヒ
ー
ス
が

そ
の
大
島
論
「
あ
な
た
も
」
で
探
求
し
た
ブ
レ
ヒ
ト
的
「
政
治
的
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」
は
、
後
に
シ
ル
ビ
ア
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
（Sylvia H

arvey

）
が
主
張

し
た
よ
う
に
、
そ
の
要
に
「
テ
キ
ス
ト
の
性
質
、
そ
の
時
代
の
社
会
的
現

実
、
そ
し
て
歴
史
的
に
構
成
さ
れ
た
読
み
手
に
よ
る
三
部
の
関
係
」
を
据

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
あ
な
た
も
」
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う

に
、
体
験
・
受
容
理
論
な
の
で
あ
る
。
当
時
の
『Screen

』
が
拘
っ
た
の

は
、
ま
さ
に
こ
の
受
容
の
問
題
で
あ
っ
た
。
高
校
・
大
学
に
お
け
る
映
画

教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
使
命
に
基
づ
き
、
Ｓ
Ｅ
Ｆ
Ｔ
が
教
員
や

映
画
製
作
者
の
た
め
の
「
週
末
学
校
」
を
主
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
七
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヒ
ー
ス
の
論
文
「
あ
な
た
も
」
は
、
こ

の
「
週
末
学
校
」
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
絞
死
刑
』
は
そ
の

学
校
の
出
席
者
に
よ
っ
て
観
賞
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
週
末
学
校

に
つ
い
て
書
か
れ
た
報
告
で
は
、
主
催
者
と
出
席
者
の
期
待
の
ず
れ
が
目

立
つ
。「

こ
れ
ら
の
観
客
に
と
っ
て
、
理
解
は
時
間
を
多
分
に
必
要
と
し
、

ま
し
て
結
末
に
た
ど
り
着
く
に
は
さ
ら
に
時
間
が
要
さ
れ
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
大
島
、
ヴ
ェ
ル
ト
フ
、
ア
イ
ジ
ェ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、

ブ
レ
ヒ
ト
の
映
画
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
る
こ
と
は
果
た
し
て
良
案

か
。」

事
実
、『Screen

』
の
政
治
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｂ
Ｆ
Ｉ
教
育
部
が
教
育
目
的
に
制
作
し
た
映
画
ク
リ
ッ
プ
は
、
あ
く
ま
で

古
典
重
視
で
あ
っ
た 

。
Ｂ
Ｆ
Ｉ
は
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
、
監
督
、
運
動
な

ど
に
つ
い
て
の
記
事
を
集
め
た
教
育
資
料
の
製
作
も
行
っ
て
い
た
が
、
大

島
、
そ
の
他
の
日
本
の
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
の
映
画
監
督
に
つ
い
て

の
資
料
集
が
製
作
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ィ
ル
ム
・
ソ
サ
イ
エ
テ

ィ
に
よ
る
配
給
社
か
ら
の
映
画
レ
ン
タ
ル
は
Ｂ
Ｆ
Ｉ
が
取
り
持
っ
て
い
た

が
、
Ｂ
Ｆ
Ｉ
が
制
作
し
た
十
六
ミ
リ
の
総
合
目
録
を
見
る
と
、
貸
し
出
し

可
能
な
映
画
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
の
巨
匠
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
目
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瞭
然
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
内
訳
は
と
い
う
と
、
黒
澤
、
溝
口
、
小
津
作

品
は
そ
れ
ぞ
れ
十
本
、
六
本
、
五
本
と
充
実
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年

代
と
一
九
七
〇
年
代
の
映
画
監
督
に
限
っ
て
言
え
ば
、
市
川
の
四
本
に
続

き
大
島
の
三
本
、
小
林
と
勅
使
河
原
は
そ
れ
ぞ
れ
二
本
の
み
、
そ
の
他
、

羽
仁
、
篠
田
、
若
松
は
そ
れ
ぞ
れ
一
本
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

C
onclusion: 

戦
後
英
国
に
お
け
る
日
本
映
画
の
受
容
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
念

頭
に
置
く
べ
き
こ
と
は
、
観
賞
さ
れ
た
映
画
の
絶
対
数
の
少
な
さ
と
、
批

判
的
理
解
の
欠
落
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
と

に
か
く
誰
も
何
も
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
る
！　

そ
し
て
、
日
本
の
ヌ
ー
ヴ

ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
映
画
祭
や
特
殊
な
シ
ネ
ク
ラ

ブ
を
除
い
て
は
、
大
し
て
注
目
を
浴
び
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
『Screen

』
で
は
、
大
島
と
小
津
の
映
画
の
「
利
用
」
を
通

じ
て
、
同
誌
の
根
本
的
問
題
意
識
の
吟
味
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
日
本
映
画
の
分
析
・
解
釈
が
、
ラ
ジ
カ
ル
な
雑
誌
と
し
て
は
最

も
多
く
の
資
金
提
供
を
受
け
、
一
般
市
場
に
そ
の
受
容
が
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
の
財
力
を
い
か
し
て
非
大
衆
迎
合
主
義
路
線
を
貫
き
、 

大
陸
経

由
の
理
論
を
勢
力
的
に
翻
訳
、
発
表
す
る
こ
と
で
、
国
際
派
読
者
と
寄
稿

者
が
支
え
た
英
語
圏
に
お
け
る
映
フ
ィ
ル
ム
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

画
学
（
そ
れ
自
体
、
世
界
で
最
も
資

金
が
与
え
ら
れ
た
映
画
研
究
の
施
設
）
の
支
配
的
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た

『Screen

』
誌
上
で
、
海
を
隔
て
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
こ
と
で
、
そ
の
受
容
の
影
響
力
を
示
唆
し
て
お
き
た
い
。 

『Screen

』
は
、
創
刊
当
初
よ
り
教
育
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
政
治
的
な
ア

ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
を
そ
の
指
針
の
中
心
に
掲
げ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代

前
半
に
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヒ
ー
ス
の
よ
う
な
批
評
家
た
ち
が
、「
主

体
の
政
治
的
関
係
、
政
治
的
な
も
の
の
主
体
的
関
係
」
の
探
求
を
目
指
し
、

「
ブ
レ
ヒ
ト
的
」
映
画
を
求
め
た
。
そ
の
際
、
大
島
の
『
夏
の
妹
』、『
絞
死

刑
』
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
ま
た
歴
史
や
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
よ
う
な
も
の
の
強
調
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
的
な
異
化
効
果
の

実
践
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
。

ヒ
ー
ス
の
大
島
利
用
の
核
心
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
ヒ
ー
ス

に
と
っ
て
の
大
島
映
画
と
は
、
単
に
「
ブ
レ
ヒ
ト
的
」
映
画
と
は
何
か
を

説
明
す
る
た
め
の
道
具
で
は
な
か
っ
た
。
ヒ
ー
ス
が
大
島
のn

arrative 

avan
t-gard

e

映
画
に
見
い
だ
し
た
の
は
、
形
式
主
義
者
が
重
視
し
た
映

画
構
造
の
抽
象
化
や
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
還
元
と
は
異
な
り
、
観
客
が
自

ら
の
「
主
体
の
政
治
的
関
係
お
よ
び
政
治
的
な
も
の
の
主
体
的
関
係
」
に

自
ら
の
欲
望
と
映
像
の
結
託
に
よ
る
快
楽
を
通
じ
て
目
覚
め
る
可
能
性
で

あ
っ
た
。 

つ
ま
り
、
個
々
の
主
体
性
が
政
治
的
状
況
に
条
件
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
と
同
時
に
、
如
何
な
る
政
治
も
、
特
定
の
社
会
的
ア
ク
タ
ー
の

身
体
化
さ
れ
た
主
体
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
、
映
画
の
鑑

賞
、
そ
の
快
楽
を
通
し
て
「
身
を
以
て
」
気
付
か
さ
れ
る
、
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
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一
九
七
〇
年
代
も
後
半
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
バ
ー
チ
の
主
要

論
文
と
そ
の
著
書
『
遥
か
な
る
観
察
者
の
た
め
に
』
が
日
本
映
画
を
映
画

研
究
の
よ
り
中
心
へ
と
引
き
寄
せ
た
が
、
同
時
期
の
英
国
の
新
し
い
前

衛
家
た
ち
の
関
心
は
、「
日
本
的
記
号
」
な
ど
よ
り
、
第
三
映
画
（T

h
ird

 

C
in

em
a

）
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
闘
争
に
政
治
的
に
関
与
す
る
こ
と

に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

が
一
九
七
八
年
に
出
版
さ
れ
る
と
、
批
評
家
た
ち
は
、
バ
ル
ト
、
バ
ー

チ
、
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
な
ど
が
東
ア
ジ
ア
に
関
し
て
繰
り
返
し
て
き
た
大
雑

把
な
主
張
に
対
し
て
懐
疑
を
示
し
始
め
た
。
例
え
ば
、
一
九
八
五
年
に

『Screen

』
は
「
海
の
向
こ
う
の
浄
土
：
バ
ル
ト
、
バ
ー
チ
、
そ
し
て
日

本
の
利
用
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
教
訓
を

生
か
し
て
書
か
れ
た
批
評
が
『Screen

』
に
載
っ
た
事
実
は
、『Screen

』

の
環
境
が
ど
れ
ほ
ど
の
変
化
を
遂
げ
た
の
か
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
後
、
各
地
に
映
フ
ィ
ル
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

画
学
科
が
開
設
さ
れ
、
映
画
研
究
が
学
問
と
し
て

成
立
す
る
過
程
で
、
人
文
学
一
般
の
流
行
・
変
遷
と
の
連
動
は
よ
り
顕
著

に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
文
化
的
転
換
を
経
た
映
画
研
究
で
は
、

言
語
の
習
得
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ま
た
、
文
化
・
社
会
的
文
脈
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
、
そ
う
し
た
一
連
の
訓
練
は
、
大

島
・
ブ
レ
ヒ
ト
を
大
胆
に
並
べ
て
み
せ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヒ
ー
ス
の
よ

う
な
冒
険
的
な
日
本
映
画
の
再
読
を
制
限
し
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
「
利

用
」
が
、
未
完
の
歴
史
的
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
と
の
、
実
用
的
で
、
不
完
全

な
、
政
治
的
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
を
意
味
し
た
の
に
対
し
、
文
化
的
転
換

は
、
そ
う
し
た
「
利
用
」
を
「
搾
取
」
と
し
て
退
け
た
。
そ
し
て
、
日
本
映

画
は
英
語
圏
の
フ
ィ
ル
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
先
端
か
ら
遠
く
隔
て
ら
れ
、

外
縁
へ
と
押
し
や
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
何
の
、
そ
し
て
誰
の
た
め
で

あ
ろ
う
か
。

本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
翻
訳
者
の
山
崎
順

子
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。


